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三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2011は、三越伊勢丹グループ
の業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越伊勢
丹ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポー
トには、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成しており、リスク
や不確実性が含まれています。よって、実際の業績はさまざまな要素により、これ
らの業績予測と異なりうることをご承知おきください。

将来予測表記に対する特記事項

アニュアルレポート2011についてのお問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス 
管理本部総務部 コーポレートコミュニケーション担当
TEL:03(5843)6041  FAX:03(5843)6040
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代表取締役社長　　石塚　邦雄

トップメッセージ
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お客さまと真摯に向き合い、
夢と感動を提供する
小売サービス業グループを
目指して

2011年3月期の状況について

このたびの東日本大震災により被災された皆さまに、謹んでお見舞い申し上げます。また、被災

地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

3月11日に発生したこの震災は、まさに未曾有の大災害であり、わが国の社会、経済に大きな打

撃を与えました。当社グループでも、仙台三越が被災いたしました。しかし、このような非常時だか

らこそ、お客さまと真摯に向き合い、お客さまの期待を上回る品揃えとサービスを実現することで、

夢と感動を提供していくことが、小売サービス業である我々の存在意義だと考えています。

百貨店業界においては、2010年度後半より持ち直しの兆しも見えましたが、震災とその後の原発問題に

起因する産業界のサプライチェーンの寸断と計画停電による営業時間の短縮、震災後の消費マインドの

減退等により、3月は大幅な減収に陥る企業も多く、通期でも厳しい状況となりました。三越伊勢丹グループ

においても、東日本エリア店舗が占める売上シェアが高い分、震災による影響を大きく受けました。

このような状況の下、グループビジョンの実現に向け、三越伊勢丹グループ３ヶ年計画のローリングを行い、

百貨店の根本課題の解決を優先的に行う３つの重点戦略（Ⅰ：顧客接点の再強化とお取組先との関係の

見直し、Ⅱ：グループ基盤整備と構造改革の推進、Ⅲ：成長事業の育成)を策定し、売上高の伸張が厳しい

中でも確実に利益を確保する仕組み作りを前倒しして推進しております。

百貨店業においては、昨年9月の三越銀座の増床リニューアルオープンの成功、中国・東南アジアの海

外百貨店の好調があった一方、地方の景気回復が進まないなどのネガティブ要因もありました。その中で、

三越地方店舗の分社化（2010年4月）、株式会社三越と株式会社伊勢丹の合併による株式会社三越

伊勢丹の誕生（2011年4月）など、百貨店事業の再編、営業業務基盤の整備を進めています。クレジット・

金融・友の会業においては、グループ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整備し、カード会員

数を順調に増やしています。

以上の取り組みにより、当連結会計年度の連結業績は、売上高が12,207億円余、前年同期比

94.5%、営業利益は109億円余、前年同期比163.1%、経常利益は270億円余、前年同期比137.3%と

なりました。なお、当期純利益は2,640百万円（前連結会計年度は当期純損失63,521百万円）となりました。

なお、東日本大震災に関連して、災害損失として21億円余を、仙台三越の減損損失61億円余を特別損失

として計上しました。
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トップメッセージ

代表取締役社長

２０１1年７月

グループ3ヶ年計画、成長へのフェーズへ

「三越」「伊勢丹」ブランドの明確化とブランド価値の向上

店頭における販売員一人ひとりが提供する顧客満足の最大化

営業基盤の統合 

・基本方針Ⅰ：

・基本方針Ⅱ：

・基本方針Ⅲ：

株式会社三越と株式会社伊勢丹は、2008年4月1日に共同持株会社「三越伊勢丹ホールディングス」

を設立し、3年が経過しました。三越・伊勢丹はそれぞれ異なるブランド（屋号）を掲げて発展してきましたが、

両社の強みはそれぞれのブランドとそれをご支持くださるお客さまです。1つのグループ理念の下、ともに進

化し、百貨店業を中心にお客さまにとってなくてはならない存在になりたいと考え、「常に上質であたらしい

ライフスタイルを創造し、お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、お客さま一人

ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストア」となることを目指しています。

この3年間で、カードやシステムの統合、地域事業会社の分社化や首都圏事業会社の合併など、会社・

機能統合、構造改革を前倒しで進めてまいりましたが、これら一連の基盤整備は概ね完了し、統合以降

約600億円規模のコスト削減を実現しました。2011年度からは、いよいよ、これらの統合効果を成長へと

つなげる新たなフェーズへと入ります。

2008年11月に策定したグループ3ヶ年計画（2009－2011年度）は、2009年11月のグループ3ヶ年計

画ローリング（2010－2012年度）において、百貨店の根本課題解決に優先的に取り組むべく以下の３つ

を重点戦略とした計画の見直しを図り、現在、推進中です。

三越と伊勢丹の経営統合の最大の目的は、単なる規模の拡大ではなくお客さまのご満足の最大化の

実現にありました。サプライチェーンにあるムダを最小化し、お客さまが求める商品をタイミングよく価格に見

合った価値で提供することを目指しています。企業としての収益力を確保するためのグループの基盤整

備をほぼ完了した2011年度は、百貨店構造改革を加速させていく考えです。旧来のサプライチェーンの

流れを見直し、お客さまが望む「真の価値」ある商品を適正価格で提供するという小売業の原点に立ち

返り、百貨店としての価値向上に努めてまいります。日本の百貨店は呉服店を発祥としており、お客さまと

の関係性から生まれてきた世界に比類の無い独特の業態です。お客さまとの生活のさまざまな面に深く

係わり、その関係性を深めて、信頼と信用を築き、お客さまの満足を高める「ライフ・タイム・バリュー（顧客生

涯価値）」を提供していくことこそが百貨店の原点であると考えています。

三越伊勢丹グループは、さらにお客さまとのかかわりを高めていくことで、百貨店業を極め、高収益で

成長し続ける世界随一の小売サービス業を目指していきます。

最後に、これから日本は復興に向かって前進して行きますが、三越伊勢丹グループは日本・世界の一員

として、「小売業」という事業を通じての社会的役割・責任を果たすという理念の下、震災復興に向けた

活動を長期的、継続的に支援してまいります。

ステークホルダーの皆さまには、末永いご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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三越伊勢丹グループでは、2009年11月のグループ3ヶ年計画ローリング（2010－2012年度）において、百貨店の
根本課題解決に優先的に取り組むべく、3つの重点戦略を中心とした計画を策定し、迅速かつ確実に各戦略を推進し、
百貨店としての価値の向上を目指していきます。

今回の震災により、消費の先行きは一層不透明感を増しており、さらに厳しい環境に直面することも予想されますが、
当社グループが解決すべき課題は変わっていません。不透明な消費動向を踏まえ、投資計画、数値計画は、今後
見直す予定です。しかしながら、戦略全体についての変更はありません。

戦略骨子Ⅰ：顧客接点の再強化と取組先との関係見直し

当グループでは、百貨店業としてこれまでの「取組先へ
の依存体質」から脱却して、「お客さまにとって真に価値あ
る商品」を提供し、「独自性」と「収益性」の向上を目指すた
めに、2010年度から百貨店のビジネスモデル改革とも言え
る仕入構造改革に取り組んできました。
商品価値向上の取り組みとして、婦人服においては素
材メーカー、企画会社、工場、大手アパレルなど取組先と協
力し独自性の高いオリジナル商品・ブランドの開発を行って
います。婦人靴では優良工場とのダイレクト取引に加え、素
材・部材の共有化・物流統合を行う工場集約＆アライアンス
制の導入で、価値と価格のバランス改善が進みました。また、
イセタンメンズの定番商品（ステープルアイテム）をオリジナル
ブランド化し、三越と共通商品として開発しています。生産
性向上・効率化としては、中元・歳暮ギフト統合により共通
商品を拡大し、物流の効率化を推進しています。これらの
取り組みにより、百貨店各社の差益率が低下を続ける中、
2010年度は差益率が上昇しました。2011年度は、課題と

なっている消化率の向上のため、定番商品のシェア拡大、
在庫処分のチャネル整備を進めて行く予定です。ギフト以
外の商品でもグループ全体で取り組みを拡大していくととも
に、協業先も合わせた販売要因適正化を進めていきます。
支店やグループ百貨店については、地域にあったコスト
構造・営業体制を確立するとともに、調達・展開・販売・訴
求・オペレーションをCPCC（セントラルプランニング・セントラル
コントロール）をベースにグループ全支店・地方店へと拡大・
強化して行く考えです。具体的には、首都圏事業会社の統
合にあわせて、「支店グループ統括部」を設置し、仕入構
造改革を行いながら、ユニット（自主運営売場）やブランドを
横串でコントロールする「ブランドセントラルコントロール」を推
進し、「百貨店らしい価値の高い商品を効率的にお客さま
にお届けする仕組み」を構築することで、収益性を改善し
ていきます。現在、ユニット制は4ユニット21ショップで展開。
収益、差益面で高い成果をあげています。

（1）百貨店ビジネスモデル改革―差益率向上へ確実な成果

東日本大震災の影響について

●３ヶ年計画における戦略の全体像

抱えている課題は変わらない。今後しばらく、厳しい環境が続くことが予想されることから、
現3ヶ年計画における取り組みを愚直に、かつさらにメリハリを付けて、取り組んでいく。
ただし、投資・数値計画については、今後、状況を見ながら、今秋を目処に見直しを図る。

百貨店を
取り巻く
環境

我々が
抱える
課題

お客さまの価値観
価値観の変化・多様化

お客さまのご要望の
再確認・再検証が必要

お客さまの
ご要望にあう商品が

既存取組先から調達不可

従来型百貨店の
存在価値の消滅

従来の
収益構造のままでは、
倒産の危機に陥る

お取組先
取組先との力関係の弱体化

競　合
他業態の台頭

市　場
百貨店市場の縮小

①顧客接点の再強化　②お取組先との関係見直し
③従業員の力を高め、引出す仕組みの構築

従来から
の認識

【戦略骨子Ⅰ】顧客接点の再強化とお取組先との関係の見直し
（百貨店ビジネスモデル改革） ①アジアにおける小売事業の拡大

②カード事業拡大
③ソリューションビジネスの強化

【戦略骨子Ⅲ】成長事業の育成

【戦略骨子Ⅱ】グループ基盤整備と構造改革の推進



戦略骨子Ⅱ：グループ基盤整備と構造改革の推進

三越銀座店

初年度売上目標：630億円

コンセプト：
ターゲット：

新しい価値をスタイルとして創造し時代の扉を開ける店
自分の考えを持ち、本物本質を見極め新しさと心の豊かさを求
める成熟した大人
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三越伊勢丹３ヶ年計画の進捗状況について

2010年9月に増床オープンした三越銀座店は、グループ
に蓄積されたあらゆるノウハウを活用したことで、新たな顧客
層を獲得し、また、今までにない新たな価値を提供しています。
中心ターゲットである30～40代のお客さまのシェアが増加し、
伊勢丹新宿本店との買い回りのお客さまも増加しました。
各階で展開する自主編集平場「銀座スタイル」は銀座らしさ、
銀座ならではを具現化し、お客さまの固定化を促進、全館
の10％近くを占めるまでに成長しました。開業1年目の業績
見通し（＊震災前時点）としては年間目標売上の630億円
を達成できる見通しで推移し、入店客数は2,100万人に達
する見込みです。引き続き、自主運営比率を高め、銀座店
における顧客接点を強化し、お客さまの声とシステムで分析
の精度を上げ、お客さまに支持いただける店舗作りを進め
ていきます。

（2）統合後初の大型プロジェクト　三越銀座店の現状

2008年の経営統合以降、会社・機能統合、構造改革を
進めてきました。この3年間で各種統合・再編を当初計画よ
り前倒ししながら進め、2010年度は、三越地方店舗の分社
化、新潟、福岡の店舗併存エリアの事業運営機能の統合、

システム・カード統合などを完了しました。2011年4月の首都
圏事業会社統合、札幌エリアの事業運営会社のスタートで
これら一連の基盤整備は概ね完了し、統合以降約600億
円規模のコスト削減を実現しました。

●会社・機能統合の進捗について　（2011年5月現在）

前倒し

2008年度

カード統合
●VISA付
　新アイカード発行

●●システム会社統合システム会社統合
●三越へ伊勢丹業務フロー導入、定着三越へ伊勢丹業務フロー導入、定着
●システム会社統合
●三越へ伊勢丹業務フロー導入、定着

●ホールディングス設立

●経理シェアード
　サービス開始

39社 28社

●人材サービス会社統合
●物流会社統合

効率化を重視した再編 成長・発展に向けた再編

●ビル管理会社一本化

●地域事業会社設立

●人事機能一本化
●管財機能一本化

●首都圏事業会社統合
　本社･本部一本化

●食品関連会社統合「三越伊勢丹フードサービス」
●通販会社設立「三越伊勢丹通信販売」

●経理機能一本化

新潟三越へ
伊勢丹の仕組み導入 一体運営開始 ●会社統合

　「新潟三越伊勢丹」

●会社統合「岩田屋三越」
●「福岡三越」設立

●岩田屋MIカード発行

●「札幌三越」設立
●丸井今井VISA付MIカード発行

●丸井今井友の会導入
●丸井今井システム導入

●岩田屋完全子会社化

●札幌・函館丸井今井
　会社設立・営業開始

●会社統合「札幌丸井三越」

●システム統合

●中元ギフトより
　共同配送開始

●アイカード、三越カード
　相互利用開始
●エムアイカード社へ
　商号変更

●カード統合
●三越Mカード発行
●友の会統合

当初（統合時）
予定

前倒し

経営統合時想定より
大幅に前倒し

当初（統合時）
予定

システム統合

ギフト統合

首都圏統合
本社機能統合

シェアード
サービス統合

関連会社整理・再編

地域事業会社化

新潟エリア統合

福岡エリア統合

札幌エリア統合

10年度までに完了した取り組み

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

11年度に完了する取り組み ※内容・時期などに関しては、現在想定されているものであり、修正されることがあります。



伊勢丹新宿本店フィナンシェルジュプラザ

シンガポール伊勢丹・セラングーン店

戦略骨子Ⅲ：成長事業の育成
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店舗が併存する新潟、福岡、札幌エリアでは、事業運営
機能をエリアごとに一本化しました。新潟エリアでは2010年
4月に、福岡エリアでは10月、札幌では2011年4月に、それ
ぞれ事業運営会社として新会社を設立しました。これにより、
相互サービスや売り出し計画の連携、外商一本化によるお
客さまの深掘などの効果のほか、経費削減面で大きな成果
をあげつつあります。福岡エリアでは、特に、カード統合によ

りカード相互利用は大幅に拡大し、併用顧客が統合前の
1.5～2倍に拡大しました。併用顧客の年間購買額は単店
顧客の3～4倍となっています。首都圏事業会社の統合に
おいても、三越・伊勢丹がそれぞれの強みとしてきたノウハウ
（伊勢丹の顧客分析・MDフロー、三越のワントゥワン対応）を
共有・活用して、新潟・福岡同様、来店頻度の向上や買上
向上など、効果を創出していく考えです。

併存エリア統合の効果について

2010年4月の三越とのカード統合、10月の岩田屋・丸井
今井のカード統合により、エムアイカード会員数は84万人増
加し239万人になりました。首都圏をはじめとした共存エリア
におけるお客さまの利便性が向上し、また、顧客情報も一元
管理が可能になりました。それにより、トータルライフアテンダ
ント事業（TLA）も、お客さまとの深く長い関係性の構築に
向けての提供メニューを拡大しています。保険、資産運用、
相続・遺言のコンサルティングサービスを提供する「フィナン
シェルジュプラザ」は伊勢丹浦和店・新宿本店に続き、三越
日本橋本店・銀座店でもサービスを開始しました。その他、
「ウォータークリーニング（WC）」、「リフォームブティック（RB）」、
「暮らしのコンシェルジェ」などの新サービスを拡充しています。

（1）カードソリューションビジネスの強化

2010年度のアジア各国はプラス成長に転じ、海外各店
はバンコクを除いて好調に推移しました。特に中国は各店、
大幅に伸張し、2012年春に開業予定の天津2号店も予定
通り準備中です。シンガポール5店舗目のセラングーン店も計
画を上回り、順調に推移しました。今後も引き続き、既存エリ
アの運営強化と複数店舗展開を進め、昨年開設したホー
チミン駐在事務所などにおいて新規市場調査を進めながら、
競合他社より先行出店してきたノウハウ、グループ資源の
活用で、事業強化を図っていきます。

（2）アジア百貨店事業の強化
●システム会社統合
●三越へ伊勢丹業務フロー導入、定着
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コーポレート・コミュニケーション

グループのCSR方針

三越伊勢丹グループは、事業活動を通じて
ステークホルダーの皆さまにご理解・ご信頼をいた
だき、持続可能な社会の実現に向け、一定の
役割を果たすことが、社会に対する企業と
しての責任であると考えています。グループの
CSR方針は、「グループ企業理念の実践＝
CSR活動」を基本的な考え方とし、次の
ように定めています。

グループ企業理念に基づき、
社会のさまざまな課題に向き
合い、企業活動を通じてその
解決に貢献することで、かかわ
りのあるすべての人々のその先
（未来）が豊かになる活動

グループ企業理念の実践を通じて、
CSRの分野においても世界随一の
小売サービス業グループ

〔定　義〕

〔めざす姿〕

■三越伊勢丹グループのCSRの基本的な考え方

①「環境改善」
地球温暖化への対応と環境保全の取り組み

②「品質・安全性」
お客さまとの信頼関係の基本となる安心・安全への取り組み

③「雇用・人材」
働きやすい職場づくりと人材の活用への取り組み

CSRの考え方に照らした三越伊勢丹グループとしての具
体的な取り組みは、大きく2つに分けられます。
1つ目は「企業として絶対に果たしていかなければならな

い取り組み」です。「法令の遵守」「企業倫理の徹底」と
いった最低限のルールの定着が必要であると同時に、経営
状況の公開や説明責任といったことが前提となります。
2つ目は「企業としての強み、三越・伊勢丹らしさを発揮す

ることを通じ、独自性をもった社会的貢献を果たし、そのこと
で社会からの期待に応えていく取り組み」です。チャリティー
キャンペーンをはじめ、環境に配慮したライフスタイルの提案
など、店頭を通じて多くのお客さまにも参加していただけるよ
うな、三越・伊勢丹だからこそできる社会貢献活動を通じて
企業価値を高めていきたいと考えます。

企業が存続していくためには、CSR活動を日々実践し社
会に貢献することで、お客さま、従業員、株主、取引先、地
域社会などのすべてのステークホルダーと信頼関係を築き
上げていくことが不可欠です。そのために最優先で取り組
んでいく課題として、次の3つを重点分野として設定しました。

■具体的な取り組み

今後は3つの重点分野を中心に三越伊勢丹グループと
して取り組みを広げていきます。
CSR活動の推進に当たっては進捗や結果を検証する

「指標」を設定するとともに、実施した活動へのご意見、

評価をいただくため、また次の取り組みにつなげていくため
に社内外とのコミュニケーションを推進するなど、中長期的
にPDCA（Plan-Do-Check-Action）を回していきます。

■めざす姿に向けての今後のCSR活動の推進

・チャリティ
・環境ビジネス
・少子高齢化ビジネス

etc.

・災害援助
・フィランソロピー／
メセナ　　etc.

B.事業を通じた社会貢献

コンプライアンス

コーポレート
ガバナンス

リスク
マネジメント

人事雇用
施策

環境対策

C.事業外の社会貢献
（慈善的貢献）

A.企業として
絶対果たさなければならない責任

企業理念

コーポレートコミュニケーション

内部統制
品質・
安全対策
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グリーンサンタ基金への寄付

BE@RBRICK TM & © 2001-2009 MEDICOM TOY CORPORATION. All rights reserved.

三越伊勢丹グループは、2010年12月に
「Merry Green Christmas クリスマスチャリ
ティキャンペーン」を伊勢丹・三越各店や協力店を
含む31店舗で開催し、オリジナルのベアブリック
ストラップ（税込300・400円）の販売を行いまし
た。5回目となる今回は17,928,355円をグ
リーンサンタ基金へと寄付いたしました。寄付金
は子どもたちへの国際材製品の寄贈や森づくり
に使われています。今後も三越伊勢丹らしい取り
組みを通じて、社会貢献活動を継続していきます。

2006年に設立された団体。デンマークの環境親善大使
「グリーンサンタ®」をキャラクターに据え、子どもたちに緑あ
ふれる未来を贈ることを目的とした森づくり活動や子どもた
ちへの国産材製品の寄贈などに取り組んでいます。

石塚社長よりグリーンサンタ基金へ目録贈呈

＜グリーンサンタ基金＞

コーポレート・ガバナンス

■コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

三越伊勢丹グループはお客さま・従業員・株主・取組先・
地域社会といったステークホルダーと良好な関係を構築する
とともに、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、
法律上の機能制度を整備・強化し、経営機構改革と併せて、
コーポレート・ガバナンス改革を推進しています。 また、企業の

社会的責任を果たすという観点から、企業活動の透明性を
高めるとともにコンプライアンス経営に徹し、ステークホルダー
の皆さまから信頼される企業グループを目指し、経営の意思
決定の迅速化、経営監督機能の強化、内部統制システムの
充実などに、継続的に取り組んでいきます。

三越伊勢丹ホールディングスは監査役会設置
会社の形態をとり、取締役会の諮問機関として
社外取締役を中心に構成される指名報酬委員
会を創設し、ガバナンスの透明性を確立していま
す。さらに執行役員制度を採用し、業務執行の効
率化・責任の明確化を図るとともに意思決定の
迅速化を図るため、経営戦略会議を原則週1回
開催しています。この会議では、グループにおける
経営資源の適切な配分と事業計画の立案と推
進を行います。

株主総会

取締役会
監査役

内部監査室

監査役

監査役会
指名報酬委員会

代表取締役社長

経営戦略会議

各本部各本部

各部門

各委員会

●内部統制関係図

■会社の機関および内部統制システムの整備状況

全従業員が法令および定款に準じ職務を行う体制づくりを
進めています。「取締役会規程」に則り月１回取締役会を定例
開催し、取締役間の意思疎通を図るとともに相互に業務執行
を監督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。
また、三越伊勢丹ホールディングス管理本部にコンプライアン
スに関する所管部署・担当を設置し、内部統制・法令遵守体
制の維持・向上を図っています。内部監査部門として独立した

専門部署を設置し、各部門と連携しながら業務遂行の適法
性・妥当性などを監査しています。 
そのほか、グループ全体を対象とする内部通報・相談窓口と

して、「三越伊勢丹グループホットライン」を設置し、従業員など
からの通報・相談のあった違法行為・不正行為・倫理に反する
行為に対して、コンプライアンスの視点から、当該行為の是正
措置・再発防止策の策定と実施を行っています。

■コンプライアンス
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コーポレート・コミュニケーション

役員体制 （2011年6月27日現在）

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

三越伊勢丹ホールディングスは、経営戦略会議メンバーを
中心とするリスクマネジメント委員会および事務局※を設置し、
三越・伊勢丹両社のリスクマネジメント部門と密接に連携をと
りながら、グループ全体のリスクマネジメントを行う体制を整え
ています。リスクマネジメント基本方針および基本規程を定め
るとともに、平常時のリスク管理として優先的に対応すべきリ
スクを選定し、それぞれ事前防止策を策定・実施することに
よりリスク発現の未然防止または最小化に努めています。

また緊急時・リスク発生時の対応として、迅速に対応でき
る社内横断的な管理体制および情報連絡体制を整備する
とともに、優先順位の高いリスクに対しては具体的な対応計
画を策定し、全従業員に教育・訓練を行い、損害の拡大、
二次被害の防止・最小化、再発の防止に努めています。
災害対策の具体的な取り組みとして、三越・伊勢丹各店で

の気象庁の緊急地震速報の運用やグループ横断での新型
インフルエンザ対策マニュアルの作成などを実施しています。

■リスクマネジメント

■財務報告に係る内部統制

適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続
きを示した上、必要な組織、ルール等を整備し、適切な運用
を図るとともに、重要な事項に誤りが発生することを防止す
る体制を整えています。独立的な評価部門として「内部監
査室」を設置しています。さらに、業務活動のモニタリング結
果の報告を受け、内部統制上の問題が発見された場合は
必要な是正措置をとっています。

事業年度期末日を基準日とした評価は、財務報告の信
頼性に及ぼす重要性から必要な範囲を決定し、「全社的な
内部統制」および「業務プロセスに係る内部統制」の評価
を一般に公正妥当と見られる評価の基準に準拠し実施しま
した。その結果、当社の財務報告に係る内部統制は有効で
あると判断しました。独立監査法人からも適正であるとの意
見表明を受けました。

※三越伊勢丹ホールディングス管理本部

代表取締役社長執行役員

代表取締役専務執行役員　経営戦略本部長

取締役

取締役専務執行役員　兼　株式会社岩田屋三越代表取締役社長執行役員

取締役常務執行役員　管理本部長

取締役執行役員　経営戦略本部人事部長

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

常勤監査役

常勤監査役

監査役（社外）

監査役（社外）

執行役員　経営戦略本部経営企画部長

執行役員　経営戦略本部事業開発部長

執行役員　経営戦略本部海外事業部長

執行役員　管理本部総務部長

執行役員　管理本部業務部長

執行役員　管理本部経理部長　兼　財務企画担当長

石　塚　邦　雄
髙　田　信　哉
大　西　　　洋
太田垣　立　郎
赤　松　　　憲
瀬　良　知　也
畔　柳　信　雄
宮　村　眞　平
池　田　守　男
二　瓶　郁　夫
小　島　浩　介
北　山　禎　介
飯　島　澄　雄

白　井　俊　徳
西　田　雅　一
青　木　隆　一
武　藤　隆　明
和　田　秀　治
山　崎　茂　樹

株式会社三越伊勢丹

取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員　兼　営業本部長

取締役専務執行役員　営業本部営業副本部長

取締役常務執行役員　営業本部三越日本橋本店長

取締役執行役員　経営企画部長

常勤監査役

常勤監査役

石　塚　邦　雄
大 西 　 洋
中　込　俊　彦
三　須　尚　紀
中　村　守　孝
卜　部　栄　明
熊 谷 　 勉 ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
■
■
■

■
■
■

■

■

■

■

■

■

■
■
■
■
■
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歴　史

■■東急百貨店と業務提携。

■岩田屋・連結子会社化。
　名鉄百貨店と業務提携。

■新館完成により
　「三越日本橋本店」
　グランドオープン。

■本店「メンズ館」
　リモデルオープン。

■天津伊勢丹オープン。

■新宿に本店オープン。

■業界初のパーキングビル完成。

■本店「男の新館」オープン。

■シンガポール
　伊勢丹オープン
　（海外1号店）。

■「株式会社伊勢丹」設立。

■美術部創設（百貨店業界初）。
■日本橋本店ルネサッンス式5階新館落成。
■ライオン像、日本初のエスカレーターを設置。
■三越ホール（現三越劇場）開設。
　日本初のファッションショーを開催。
■商号を「株式会社三越」と改める。
■銀座店開店。
■地下鉄「三越前」駅 開業、
　日本橋本店地下売場と直結。

■新光三越1号店が台北に開店。

■三井高利が江戸本町一丁目に呉服店「越後屋」を創業。
　当時の商習慣になかった「店前現金売り」
　「小裂れいかほどにても売ります」
　のスローガンを掲げた。

■「株式会社三越呉服店」設立。
　「デパートメントストア宣言」を行い、
　日本初の百貨店となる。

■小菅丹治が神田旅籠町に
　伊勢屋丹治呉服店を創業。

1673年

1886年

1904年

1907年

1914年

1927年

1928年

1930年

1932年

1933年

1960年

1968年

1972年

1991年

1993年

2003年

2004年

2005年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

■三越・伊勢丹の経営統合により、
　三越伊勢丹ホールディングス設立（4月1日）
■新潟に地域事業会社
　「（株）新潟三越伊勢丹」設立（4月）
■三越銀座店増床リモデルオープン（9月）
■福岡に地域事業会社「（株）岩田屋三越」設立（10月）
■首都圏事業会社「（株）三越伊勢丹」設立（4月）
■札幌に地域事業会社「（株）札幌丸井三越」設立（4月）
■JR大阪三越伊勢丹オープン（5月）
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P14 特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

（単位：百万円）

（単位：%）

（単位：円）

（単位：%）

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

総資産

純資産

有利子負債

設備投資

減価償却費

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

売上高総利益率

売上高販管比率

売上高営業利益率

総資産営業利益率（ROA)

自己資本当期純利益率（ROE)

自己資本比率

有利子負債依存度

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

配当性向

2010年3月期

1,220,772 

342,005 

331,012 

10,993 

27,093 

2,640 

1,237,775 

418,152 

213,925 

33,365 

22,933 

33,211 

△ 24,419 

11,241 

28.02

27.1

0.9

0.9

0.6

32.8

17.3

6.69

7.00

104.6

1,291,617

360,685

356,508

4,177

19,730

△ 63,521

1,238,006

425,120

197,283

28,256

22,411

△ 3,604

47,443

△ 41,688

27.93

27.6

0.3

0.3

△ 14.3

33.4

15.9

△ 162.51

10.00

–

2011年3月期

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

Financial  Sect ion

連結経営指標

三
越
伊
勢
丹
ア
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ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
2
0
1
0（
和
）
　P
1
1
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1
2
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● 百貨店業

■ 連結売上高・セグメント利益の内訳 （単位：百万円）

百貨店業
クレジット・金融・友の会業
小売・専門店業
不動産業
その他
合計※

13,991

△ 5,212

61

1,578

2,156

12,575

売上高会社名

（単位：百万円）

㈱伊勢丹
㈱三越
㈱札幌三越
㈱札幌丸井今井
㈱函館丸井今井
㈱仙台三越
㈱名古屋三越
㈱静岡伊勢丹
㈱新潟三越伊勢丹
㈱広島三越
㈱高松三越
㈱松山三越
㈱岩田屋三越
㈱福岡三越
イセタン（シンガポール）Ltd.
イセタン（タイランド）Co., Ltd.
イセタン　オブ　ジャパン　Sdn. Bhd
伊勢丹（中国）投資有限公司
上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
天津伊勢丹有限公司
成都伊勢丹百貨有限公司
瀋陽伊勢丹百貨有限公司
米国三越 INC.

365,923
280,714

28,621
39,281
10,250
28,540
69,940
21,189
46,040
14,972
21,218
15,860

105,823
16,046
20,885

2,370
13,269

4
6,757
9,759
4,690
2,530
2,793

セグメント

● クレジット・金融・友の会業

売上高会社名

セグメント利益

1,138,044

9,869

42,909

12,651

17,296

1,220,772

売上高

（単位：百万円）

㈱エムアイカード
㈱エムアイ友の会
岩田屋友の会㈱

18,540
4,068

381

● 小売・専門店業

売上高会社名

（単位：百万円）

㈱クイーンズ伊勢丹
㈱マミーナ

44,022
6,192

● 不動産業

売上高会社名

（単位：百万円）

（株）三越不動産
（株）三越環境デザイン
（株）伊勢丹会館
（株）三越伊勢丹ビルマネジメント

4,643
16,051

393
7,110

2011年3月期の概況

※セグメント別売上高、セグメント利益の合計は、内部売上、振替高を消去した後の
　金額です。

日本経済は、踊り場から本来の回復軌道へ復する動きにあり
ましたが、2011年3月11日に発生した東日本大震災は、東北各

地に甚大な被害をもたらすとともに、日本経済全体にも計り知れ
ない影響を及ぼすこととなりました。
小売業界においても、2010年度後半より一部に持ち直しの
兆しも見え始めていたものの、震災後には、消費マインドの減退
や計画停電による営業時間の短縮等で大幅な減収に陥る企
業も多く、通期では厳しい状況となりました。
このような中、グループビジョンの実現に向け、三越と伊勢丹
ならびにグループ各社が有する強みと経営資源を最大限に活
かすことで、営業力の強化と業務効率の向上に取り組みました。
2011年3月期の連結業績は、売上高が1,220,772百万円、
営業利益は10,993百万円、経常利益は27,093百万円、当期
純利益は2,640百万円となりました。

当社グループの中核となる百貨店業においては、下期に入り
三越日本橋本店、伊勢丹新宿本店の売上高が前年実績を上回
り、2010年9月11日に増床オープンした三越銀座店の売上高もお
おむね計画通りと、順調に推移しました。しかし、東日本大震災以
降、消費環境は急激に悪化し、3月は大きく前年を割り込み、通期
でも前年を下回る結果となりました。一方、事業再編の一環として、
三越地方店舗を、各地域で独立した事業運営会社として2010年
4月1日に分社化し、店舗が併存する新潟、福岡、札幌エリアでは、
事業運営機能を一本化しました。また、株式会社三越と株式会社
伊勢丹は、2011年４月１日付で合併し、株式会社三越伊勢丹がス
タートしています。営業業務基盤の整備については、三越及び三
越地域事業会社に2010年4月1日をもって伊勢丹の情報システム
を導入し、あわせてハウスカードを統合しました。
海外の百貨店業においては、成長が期待できる中国・東南ア

ジア地域において百貨店事業を拡大することで、グループ全体に
貢献する収益基盤の構築を目指しています。今期は中国・東南ア
ジア各国では景気が回復し、増収増益となっています。
クレジット・金融・友の会業においては、株式会社エムアイカード
は2010年４月1日より、三越と伊勢丹において共通のグループカー
ドの運営を開始し、2010年10月１日からは岩田屋三越、株式会社
札幌丸井今井、株式会社函館丸井今井もこれに加えて、グルー
プ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整えました。な
お、当第3四半期より、従来独立して区分表示しておりました友の
会事業を含めることにしました。
小売・専門店業においては、当社グループにおける食品の販

売・製造・卸売に係る経営資源を集中化・効率化する観点から、
2011年４月１日付で、株式会社クイーンズ伊勢丹並びに食品製
造・卸売業を営む株式会社二幸は合併し、株式会社三越伊勢
丹フードサービスがスタートしました。
不動産業においては、2010年４月１日付で、ビル管理業の株式

会社伊勢丹ビルマネジメントサービスの株式を伊勢丹から当社に
移管し、株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントに名称変更し、営
業支援業務の構築に取り組みました。なお、従来不動産業は、そ
の他に含めておりましたが、当第3四半期より不動産業として区
分表示することとしました。



12

P14 特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

（単位：百万円）

（単位：%）

（単位：円）

（単位：%）

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

総資産

純資産

有利子負債

設備投資

減価償却費

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

売上高総利益率

売上高販管比率

売上高営業利益率

総資産営業利益率（ROA)

自己資本当期純利益率（ROE)

自己資本比率

有利子負債依存度

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

配当性向

2010年3月期

1,220,772 

342,005 

331,012 

10,993 

27,093 

2,640 

1,237,775 

418,152 

213,925 

33,365 

22,933 

33,211 

△ 24,419 

11,241 

28.02

27.1

0.9

0.9

0.6

32.8

17.3

6.69

7.00

104.6

1,291,617

360,685

356,508

4,177

19,730

△ 63,521

1,238,006

425,120

197,283

28,256

22,411

△ 3,604

47,443

△ 41,688

27.93

27.6

0.3

0.3

△ 14.3

33.4

15.9

△ 162.51

10.00

–

2011年3月期

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

Financial  Sect ion

連結経営指標

三
越
伊
勢
丹
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
2
0
1
0（
和
）
　P
1
1
/
1
2

　（
A
4
） 

- 

1
0
0
7
2
9

11

● 百貨店業

■ 連結売上高・セグメント利益の内訳 （単位：百万円）

百貨店業
クレジット・金融・友の会業
小売・専門店業
不動産業
その他
合計※

13,991

△ 5,212

61

1,578

2,156

12,575

売上高会社名

（単位：百万円）

㈱伊勢丹
㈱三越
㈱札幌三越
㈱札幌丸井今井
㈱函館丸井今井
㈱仙台三越
㈱名古屋三越
㈱静岡伊勢丹
㈱新潟三越伊勢丹
㈱広島三越
㈱高松三越
㈱松山三越
㈱岩田屋三越
㈱福岡三越
イセタン（シンガポール）Ltd.
イセタン（タイランド）Co., Ltd.
イセタン　オブ　ジャパン　Sdn. Bhd
伊勢丹（中国）投資有限公司
上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
天津伊勢丹有限公司
成都伊勢丹百貨有限公司
瀋陽伊勢丹百貨有限公司
米国三越 INC.

365,923
280,714

28,621
39,281
10,250
28,540
69,940
21,189
46,040
14,972
21,218
15,860

105,823
16,046
20,885

2,370
13,269

4
6,757
9,759
4,690
2,530
2,793

セグメント

● クレジット・金融・友の会業

売上高会社名

セグメント利益

1,138,044

9,869

42,909

12,651

17,296

1,220,772

売上高

（単位：百万円）

㈱エムアイカード
㈱エムアイ友の会
岩田屋友の会㈱

18,540
4,068

381

● 小売・専門店業

売上高会社名

（単位：百万円）

㈱クイーンズ伊勢丹
㈱マミーナ

44,022
6,192

● 不動産業

売上高会社名

（単位：百万円）

（株）三越不動産
（株）三越環境デザイン
（株）伊勢丹会館
（株）三越伊勢丹ビルマネジメント

4,643
16,051

393
7,110

2011年3月期の概況

※セグメント別売上高、セグメント利益の合計は、内部売上、振替高を消去した後の
　金額です。

日本経済は、踊り場から本来の回復軌道へ復する動きにあり
ましたが、2011年3月11日に発生した東日本大震災は、東北各

地に甚大な被害をもたらすとともに、日本経済全体にも計り知れ
ない影響を及ぼすこととなりました。
小売業界においても、2010年度後半より一部に持ち直しの
兆しも見え始めていたものの、震災後には、消費マインドの減退
や計画停電による営業時間の短縮等で大幅な減収に陥る企
業も多く、通期では厳しい状況となりました。
このような中、グループビジョンの実現に向け、三越と伊勢丹
ならびにグループ各社が有する強みと経営資源を最大限に活
かすことで、営業力の強化と業務効率の向上に取り組みました。
2011年3月期の連結業績は、売上高が1,220,772百万円、
営業利益は10,993百万円、経常利益は27,093百万円、当期
純利益は2,640百万円となりました。

当社グループの中核となる百貨店業においては、下期に入り
三越日本橋本店、伊勢丹新宿本店の売上高が前年実績を上回
り、2010年9月11日に増床オープンした三越銀座店の売上高もお
おむね計画通りと、順調に推移しました。しかし、東日本大震災以
降、消費環境は急激に悪化し、3月は大きく前年を割り込み、通期
でも前年を下回る結果となりました。一方、事業再編の一環として、
三越地方店舗を、各地域で独立した事業運営会社として2010年
4月1日に分社化し、店舗が併存する新潟、福岡、札幌エリアでは、
事業運営機能を一本化しました。また、株式会社三越と株式会社
伊勢丹は、2011年４月１日付で合併し、株式会社三越伊勢丹がス
タートしています。営業業務基盤の整備については、三越及び三
越地域事業会社に2010年4月1日をもって伊勢丹の情報システム
を導入し、あわせてハウスカードを統合しました。
海外の百貨店業においては、成長が期待できる中国・東南ア

ジア地域において百貨店事業を拡大することで、グループ全体に
貢献する収益基盤の構築を目指しています。今期は中国・東南ア
ジア各国では景気が回復し、増収増益となっています。
クレジット・金融・友の会業においては、株式会社エムアイカード
は2010年４月1日より、三越と伊勢丹において共通のグループカー
ドの運営を開始し、2010年10月１日からは岩田屋三越、株式会社
札幌丸井今井、株式会社函館丸井今井もこれに加えて、グルー
プ店舗全体で共通のサービスを提供できる体制を整えました。な
お、当第3四半期より、従来独立して区分表示しておりました友の
会事業を含めることにしました。
小売・専門店業においては、当社グループにおける食品の販

売・製造・卸売に係る経営資源を集中化・効率化する観点から、
2011年４月１日付で、株式会社クイーンズ伊勢丹並びに食品製
造・卸売業を営む株式会社二幸は合併し、株式会社三越伊勢
丹フードサービスがスタートしました。
不動産業においては、2010年４月１日付で、ビル管理業の株式

会社伊勢丹ビルマネジメントサービスの株式を伊勢丹から当社に
移管し、株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントに名称変更し、営
業支援業務の構築に取り組みました。なお、従来不動産業は、そ
の他に含めておりましたが、当第3四半期より不動産業として区
分表示することとしました。
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資産の部 負債の部

純資産の部

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日現在

Financial  Sect ion

連結貸借対照表

（単位：百万円）

流動資産合計
現金及び預金 
受取手形及び売掛金 
有価証券 
商品 
製品 
仕掛品 
原材料及び貯蔵品 
繰延税金資産 
その他 
貸倒引当金 

固定資産合計
有形固定資産合計
建物及び構築物
減価償却累計額
建物及び構築物（純額）
土地
建設仮勘定
その他
減価償却累計額
その他（純額）

無形固定資産合計
ソフトウエア
その他

投資その他の資産合計
投資有価証券
長期貸付金
差入保証金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

繰延資産合計
社債発行費 

資産合計

20112010 20112010

225,252
37,682
97,314

567
55,501

911
80

1,161
10,101
24,873
△ 2,941

1,012,753
743,910
444,123

△ 271,514
172,609
537,609

16,128
64,116

△ 46,552
17,564

48,104
12,493
35,611

220,738
94,798
12,932
84,203

5,607
25,251
△ 2,055

–
–

1,238,006

242,792 
56,940 
87,431 

1,001 
55,092 

791 
112 

1,118 
9,966 

33,261 
△ 2,924

994,888
746,704
465,130

△ 277,251
187,878
537,856

1,787
67,323

△ 48,141
19,181

48,768
11,696
37,072

199,414
88,911
13,061
75,708

7,021
16,592
△ 1,879

95
95

1,237,775

（単位：百万円）

流動負債合計
支払手形及び買掛金
短期借入金
コマーシャル・ペーパー
未払法人税等
商品券
繰延税金負債
賞与引当金
ポイント引当金
商品券回収損引当金
その他

固定負債合計
社債
長期借入金
繰延税金負債
退職給付引当金
負ののれん
その他

負債合計

株主資本合計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

その他の包括利益累計額合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

418,586
96,230
49,425
50,000

2,389
81,969

2
7,974
3,198

22,667
104,727

401,036
24,000
90,500

194,444
44,257
26,468
21,365

819,622

422,556
50,047

325,007
47,693
△ 191

△ 16,055
△ 2,996

19
△ 13,078

1,083

10,568

418,152

1,237,775

439,026
94,940
85,683
40,000

5,529
84,249

0
8,245
2,955

20,710
96,711

373,858
–

71,600
194,106

46,672
39,703
21,776

812,885

424,399
50,024

324,984
49,473
△ 81

△ 10,538
125

16
△ 10,680

941

10,317

425,120

1,238,006
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資産の部 負債の部

純資産の部

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日現在

Financial  Sect ion

連結貸借対照表

（単位：百万円）

流動資産合計
現金及び預金 
受取手形及び売掛金 
有価証券 
商品 
製品 
仕掛品 
原材料及び貯蔵品 
繰延税金資産 
その他 
貸倒引当金 

固定資産合計
有形固定資産合計
建物及び構築物
減価償却累計額
建物及び構築物（純額）
土地
建設仮勘定
その他
減価償却累計額
その他（純額）

無形固定資産合計
ソフトウエア
その他

投資その他の資産合計
投資有価証券
長期貸付金
差入保証金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

繰延資産合計
社債発行費 

資産合計

20112010 20112010

225,252
37,682
97,314

567
55,501

911
80

1,161
10,101
24,873
△ 2,941

1,012,753
743,910
444,123

△ 271,514
172,609
537,609

16,128
64,116

△ 46,552
17,564

48,104
12,493
35,611

220,738
94,798
12,932
84,203

5,607
25,251
△ 2,055

–
–

1,238,006

242,792 
56,940 
87,431 

1,001 
55,092 

791 
112 

1,118 
9,966 

33,261 
△ 2,924

994,888
746,704
465,130

△ 277,251
187,878
537,856

1,787
67,323

△ 48,141
19,181

48,768
11,696
37,072

199,414
88,911
13,061
75,708

7,021
16,592
△ 1,879

95
95

1,237,775

（単位：百万円）

流動負債合計
支払手形及び買掛金
短期借入金
コマーシャル・ペーパー
未払法人税等
商品券
繰延税金負債
賞与引当金
ポイント引当金
商品券回収損引当金
その他

固定負債合計
社債
長期借入金
繰延税金負債
退職給付引当金
負ののれん
その他

負債合計

株主資本合計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

その他の包括利益累計額合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

418,586
96,230
49,425
50,000

2,389
81,969

2
7,974
3,198

22,667
104,727

401,036
24,000
90,500

194,444
44,257
26,468
21,365

819,622

422,556
50,047

325,007
47,693
△ 191

△ 16,055
△ 2,996

19
△ 13,078

1,083

10,568

418,152

1,237,775

439,026
94,940
85,683
40,000

5,529
84,249

0
8,245
2,955

20,710
96,711

373,858
–

71,600
194,106

46,672
39,703
21,776

812,885

424,399
50,024

324,984
49,473
△ 81

△ 10,538
125

16
△ 10,680

941

10,317

425,120

1,238,006
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（単位：百万円）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
広告宣伝費
ポイント引当金繰入額
給料手当及び賞与
退職給付費用
貸倒引当金繰入額
減価償却費
地代家賃
業務委託費
その他
営業利益
営業外収益
受取利息
受取配当金
持分法による投資利益
未回収商品券受入益
負ののれん償却額
その他
営業外費用
支払利息
固定資産除却損
商品券回収損引当金繰入額
その他
経常利益
特別利益
固定資産売却益
投資有価証券売却益
関係会社株式売却益
関係会社清算益
特別損失
固定資産売却損
固定資産処分損
減損損失 
投資有価証券評価損
投資有価証券売却損
関係会社株式売却損
関係会社整理損
構造改革損失
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
災害による損失
その他
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
少数株主損益調整前当期純利益
少数株主利益
当期純利益又は当期純損失（△）

1,220,772
878,767
342,005
331,012

31,755
2,120

98,313
5,839
1,184

22,933
41,348
34,215
93,303
10,993
29,702

873
751

4,503
6,832

13,234
3,506

13,601
1,745
1,367
6,983
3,504

27,093
829

–
774

–
54

21,349
377

–
10,449

339
11

–
363

–
5,522
2,124
2,160

△ 6,573
3,211
△ 35
3,176
3,397

756
2,640

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

Financial  Sect ion

連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（単位：百万円）

株主資本
資本金
前期末残高
新株の発行
当期変動額合計
当期末残高
資本剰余金
前期末残高
新株の発行
株式交換による増加
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
利益剰余金
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
剰余金の配当
当期純利益又は当期純損失（△）
分割型の会社分割による減少
当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
自己株式の取得
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
株主資本合計
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
新株の発行
剰余金の配当
株式交換による増加
当期純利益又は当期純損失（△）
自己株式の取得
自己株式の処分
分割型の会社分割による減少
当期変動額合計
当期末残高

50,024
23
23

50,047

324,984
23

–
0

23
325,007

49,473
△ 471
△ 3,945

2,640
△ 4

△ 1,308
47,693

△ 81
△ 114

5
△ 109
△ 191

424,399
△ 471

46
△ 3,945

–
2,640
△ 114

5
△ 4

△ 1,371
422,556

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

連結株主資本等変動計算書

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

20112010 20112010
1,291,617

930,931
360,685
356,508

30,754
2,375

111,605
7,821
1,258

22,411
46,895
34,815
98,569

4,177
29,877

831
826

3,389
6,759

13,275
4,794

14,324
2,128

950
6,316
4,930

19,730
17,889
16,751

936
202

–
77,344

–
3,685

27,141
1,443

186
519
431

42,515
–
–

1,421
△ 39,723

7,071
16,040
23,112

–
685

△ 63,521

50,006
18
18

50,024

319,118
18

5,847
△ 0

5,865
324,984

118,424
–

△ 5,429
△ 63,521

–
△ 68,951

49,473

△ 64
△ 20

3
△ 17
△ 81

487,484
–

36
△ 5,429

5,847
△ 63,521

△ 20
3
–

△ 63,084
424,399

連結損益計算書

少数株主損益調整前当期純利益
その他の包括利益
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
持分法適用会社に対する持分相当額
包括利益
（内訳）
親会社株主に係る包括利益
少数株主に係る包括利益

3,397
△ 6,052
△ 3,759

3
△ 1,643
△ 652
△ 2,654

△ 2,876
221

–
–
–
–
–
–
–

–
–

連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
広告宣伝費
ポイント引当金繰入額
給料手当及び賞与
退職給付費用
貸倒引当金繰入額
減価償却費
地代家賃
業務委託費
その他
営業利益
営業外収益
受取利息
受取配当金
持分法による投資利益
未回収商品券受入益
負ののれん償却額
その他
営業外費用
支払利息
固定資産除却損
商品券回収損引当金繰入額
その他
経常利益
特別利益
固定資産売却益
投資有価証券売却益
関係会社株式売却益
関係会社清算益
特別損失
固定資産売却損
固定資産処分損
減損損失 
投資有価証券評価損
投資有価証券売却損
関係会社株式売却損
関係会社整理損
構造改革損失
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
災害による損失
その他
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
少数株主損益調整前当期純利益
少数株主利益
当期純利益又は当期純損失（△）

1,220,772
878,767
342,005
331,012

31,755
2,120

98,313
5,839
1,184

22,933
41,348
34,215
93,303
10,993
29,702

873
751

4,503
6,832

13,234
3,506

13,601
1,745
1,367
6,983
3,504

27,093
829

–
774

–
54

21,349
377

–
10,449

339
11

–
363

–
5,522
2,124
2,160

△ 6,573
3,211
△ 35
3,176
3,397

756
2,640

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

Financial  Sect ion

連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（単位：百万円）

株主資本
資本金
前期末残高
新株の発行
当期変動額合計
当期末残高
資本剰余金
前期末残高
新株の発行
株式交換による増加
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
利益剰余金
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
剰余金の配当
当期純利益又は当期純損失（△）
分割型の会社分割による減少
当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
自己株式の取得
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
株主資本合計
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
新株の発行
剰余金の配当
株式交換による増加
当期純利益又は当期純損失（△）
自己株式の取得
自己株式の処分
分割型の会社分割による減少
当期変動額合計
当期末残高

50,024
23
23

50,047

324,984
23

–
0

23
325,007

49,473
△ 471
△ 3,945

2,640
△ 4

△ 1,308
47,693

△ 81
△ 114

5
△ 109
△ 191

424,399
△ 471

46
△ 3,945

–
2,640
△ 114

5
△ 4

△ 1,371
422,556

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

連結株主資本等変動計算書

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

20112010 20112010
1,291,617

930,931
360,685
356,508

30,754
2,375

111,605
7,821
1,258

22,411
46,895
34,815
98,569

4,177
29,877

831
826

3,389
6,759

13,275
4,794

14,324
2,128

950
6,316
4,930

19,730
17,889
16,751

936
202

–
77,344

–
3,685

27,141
1,443

186
519
431

42,515
–
–

1,421
△ 39,723

7,071
16,040
23,112

–
685

△ 63,521

50,006
18
18

50,024

319,118
18

5,847
△ 0

5,865
324,984

118,424
–

△ 5,429
△ 63,521

–
△ 68,951

49,473

△ 64
△ 20

3
△ 17
△ 81

487,484
–

36
△ 5,429

5,847
△ 63,521

△ 20
3
–

△ 63,084
424,399

連結損益計算書

少数株主損益調整前当期純利益
その他の包括利益
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
持分法適用会社に対する持分相当額
包括利益
（内訳）
親会社株主に係る包括利益
少数株主に係る包括利益

3,397
△ 6,052
△ 3,759

3
△ 1,643
△ 652
△ 2,654

△ 2,876
221

–
–
–
–
–
–
–

–
–

連結包括利益計算書
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その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高
繰延ヘッジ損益
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
為替換算調整勘定
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
その他の包括利益累計額合計
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高

新株予約権
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

少数株主持分
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

純資産合計
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
新株の発行
剰余金の配当
株式交換による増加 
当期純利益又は当期純損失（△）
自己株式の取得
自己株式の処分
分割型の会社分割による減少
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

125
△ 3,122
△ 3,122
△ 2,996

16
2
2

19

△ 10,680
△ 2,397
△ 2,397
△ 13,078

△ 10,538
△ 5,517
△ 5,517
△ 16,055

941
141
141

1,083

10,317
251
251

10,568

425,120
△ 471

46
△ 3,945

–
2,640
△ 114

5
△ 4

△ 5,124
△ 6,496
418,152

△ 3,016
3,141
3,141

125

△ 15
31
31
16

△ 9,083
△ 1,596
△ 1,596
△ 10,680

△ 12,115
1,576
1,576

△ 10,538

733
208
208
941

13,637
△ 3,320
△ 3,320

10,317

489,740
–

36
△ 5,429

5,847
△ 63,521

△ 20
3
–

△ 1,535
△ 64,620

425,120
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Financial  Sect ion

連結株主資本等変動計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）
減価償却費
減損損失
負ののれん償却額
貸倒引当金の増減額（△は減少）
退職給付引当金の増減額（△は減少） 
受取利息及び受取配当金
支払利息
持分法による投資損益（△は益） 
固定資産売却損益（△は益） 
固定資産処分損益（△は益） 
投資有価証券売却損益（△は益）
投資有価証券評価損益（△は益） 
関係会社整理損
構造改革損失
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
売上債権の増減額（△は増加）
たな卸資産の増減額（△は増加）
仕入債務の増減額（△は減少） 
未払費用の増減額（△は減少） 
その他
小計

利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額
特別退職金の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出
定期預金の払戻による収入
有形固定資産の取得による支出
有形及び無形固定資産の売却による収入
無形固定資産の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の売却による収入
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入
事業譲受による支出
敷金及び保証金の回収による収入
敷金及び保証金の差入による支出
その他
投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少）
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の発行による支出
コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 
配当金の支払額
自己株式の売却による収入
自己株式の取得による支出
少数株主への配当金の支払額
その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の期末残高

6,573
24,189
10,449

△ 13,234
△ 194
△ 1,925
△ 1,625

1,745
△ 4,503

377
1,367
△ 763

339
363

–
5,522
6,991

379
1,660
5,234

△ 3,207
39,740

3,010
△ 1,742
△ 5,691
△ 2,105

33,211

△ 132
155

△ 28,122
975

△ 4,479
△ 1,892

2,149
–
–

6,967
△ 1,853

1,812
△ 24,419

△ 10,854
24,000

△ 30,500
23,887
10,000
△ 3,925
△ 114

5
△ 143
△ 1,112

11,241

△ 750
19,282
37,366
56,649

△ 39,723
25,316
27,141

△ 13,275
357

△ 15,601
△ 1,658

2,128
△ 3,389
△ 16,681

3,685
△ 750
1,443

431
42,515

–
5,633

10,558
△ 3,275
△ 681
△ 5,157

19,016
3,962

△ 2,064
△ 4,873
△ 19,644
△ 3,604

△ 251
6,222

△ 21,438
68,368
△ 5,215
△ 354
2,907

587
△ 13,125

7,227
△ 1,652

4,169
47,443

△ 27,015
65,000

△ 83,560
–

10,000
△ 5,399

3
△ 20
△ 172
△ 522

△ 41,688

465
2,616

34,749
37,366

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

連結キャッシュ・フロー計算書

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

（単位：百万円） （単位：百万円）
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その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高
繰延ヘッジ損益
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
為替換算調整勘定
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
その他の包括利益累計額合計
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高

新株予約権
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

少数株主持分
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

純資産合計
前期末残高
在外持分法適用会社の会計処理の変更に伴う増減
新株の発行
剰余金の配当
株式交換による増加 
当期純利益又は当期純損失（△）
自己株式の取得
自己株式の処分
分割型の会社分割による減少
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

125
△ 3,122
△ 3,122
△ 2,996

16
2
2

19

△ 10,680
△ 2,397
△ 2,397
△ 13,078

△ 10,538
△ 5,517
△ 5,517
△ 16,055

941
141
141

1,083

10,317
251
251

10,568

425,120
△ 471

46
△ 3,945

–
2,640
△ 114

5
△ 4

△ 5,124
△ 6,496
418,152

△ 3,016
3,141
3,141

125

△ 15
31
31
16

△ 9,083
△ 1,596
△ 1,596
△ 10,680

△ 12,115
1,576
1,576

△ 10,538

733
208
208
941

13,637
△ 3,320
△ 3,320

10,317

489,740
–

36
△ 5,429

5,847
△ 63,521

△ 20
3
–

△ 1,535
△ 64,620

425,120
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Financial  Sect ion

連結株主資本等変動計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△）
減価償却費
減損損失
負ののれん償却額
貸倒引当金の増減額（△は減少）
退職給付引当金の増減額（△は減少） 
受取利息及び受取配当金
支払利息
持分法による投資損益（△は益） 
固定資産売却損益（△は益） 
固定資産処分損益（△は益） 
投資有価証券売却損益（△は益）
投資有価証券評価損益（△は益） 
関係会社整理損
構造改革損失
資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
売上債権の増減額（△は増加）
たな卸資産の増減額（△は増加）
仕入債務の増減額（△は減少） 
未払費用の増減額（△は減少） 
その他
小計

利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額
特別退職金の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出
定期預金の払戻による収入
有形固定資産の取得による支出
有形及び無形固定資産の売却による収入
無形固定資産の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の売却による収入
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入
事業譲受による支出
敷金及び保証金の回収による収入
敷金及び保証金の差入による支出
その他
投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少）
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の発行による支出
コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 
配当金の支払額
自己株式の売却による収入
自己株式の取得による支出
少数株主への配当金の支払額
その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の期末残高

6,573
24,189
10,449

△ 13,234
△ 194
△ 1,925
△ 1,625

1,745
△ 4,503

377
1,367
△ 763

339
363

–
5,522
6,991

379
1,660
5,234

△ 3,207
39,740

3,010
△ 1,742
△ 5,691
△ 2,105

33,211

△ 132
155

△ 28,122
975

△ 4,479
△ 1,892

2,149
–
–

6,967
△ 1,853

1,812
△ 24,419

△ 10,854
24,000

△ 30,500
23,887
10,000
△ 3,925
△ 114

5
△ 143
△ 1,112

11,241

△ 750
19,282
37,366
56,649

△ 39,723
25,316
27,141

△ 13,275
357

△ 15,601
△ 1,658

2,128
△ 3,389
△ 16,681

3,685
△ 750
1,443

431
42,515

–
5,633

10,558
△ 3,275
△ 681
△ 5,157

19,016
3,962

△ 2,064
△ 4,873
△ 19,644
△ 3,604

△ 251
6,222

△ 21,438
68,368
△ 5,215
△ 354
2,907

587
△ 13,125

7,227
△ 1,652

4,169
47,443

△ 27,015
65,000

△ 83,560
–

10,000
△ 5,399

3
△ 20
△ 172
△ 522

△ 41,688

465
2,616

34,749
37,366

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社
3月31日で終了する事業年度

連結キャッシュ・フロー計算書

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

（単位：百万円） （単位：百万円）

20112010 20112010
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（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

454,951
126,612
109,861

21,823
22,832
12,383

2007年3月

462,059
128,032
110,667

23,261
25,912
11,522

2008年3月

432,477
118,431
105,688

14,697
27,652
10,272

2009年3月

365,923 
99,920 
91,888 
10,701 
10,728 

3,312

2011年3月

395,446
107,612

99,654
9,921

11,632
3,935

2010年3月

■ 売上高

2007 2008 2009 2010
0

200,000

100,000

300,000

400,000

500,000
（百万円）

■ 営業利益

2007 2008 2009 2010
0

10,000

5,000

15,000

20,000

25,000

0

6,000

3,000

9,000

12,000

15,000
（百万円）

■ 当期純利益

2007 2008 2009 20102011 2011 2011

（百万円）

店別売上高 （単位：百万円）

新宿本店
立川店
吉祥寺店
松戸店
浦和店
相模原店
府中店
合計

256,980
40,535
18,274
29,010
52,775
32,490
24,884

454,951

2007年3月

246,003
38,851
17,432
26,394
49,329
30,879
23,586

432,477

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

224,345
48,172
59,921
17,270
82,267
22,973

454,951

2007年3月

263,367
41,122
18,641
28,348
52,783
32,671
25,124

462,059

2008年3月

224,436
51,950
60,032
18,405
84,510
22,724

462,059

2008年3月

204,436
48,668
56,695
17,156
83,895
21,623

432,477

2009年3月

2010年3月

2010年3月

219,472 
35,835 

–
22,036 
42,048 
26,228 
20,301 

365,923

2011年3月

161,161 
43,140 
51,529 
15,239 
76,253 
18,598 

365,923

223,597
36,041
20,106
23,525
43,722
27,508
20,944

395,446

179,757
46,138
52,836
16,224
80,311
20,178

395,446

2011年3月

■衣料品

■その他
■食料品

■家庭用品
■雑貨

■身廻品

（%）

0

20

40

60

80

100

■ 商品別売上高比率

■ 店別売上高比率 （2011年3月期）

■新宿本店
■立川店

60%
10%

■府中店
■相模原店
■浦和店
■松戸店

6%
7%

11%
6%

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

2007 2008 2009 2010 2011

伊勢丹においては、新宿本店で、「世界最高のファッション

デパートメントストア」の実現に向け、お客さまの声から生ま

れた独自商品である｢オンリー・アイ｣をはじめ、価値の高い

商品を幅広く提案してきました。支店では、各店の品揃え

や業務オペレーション等を標準化したショップ「ユニット」を

展開し、引き続き支店の収益力向上に努めました。さらに、

グループ全体の百貨店事業の再構築の一環として、商品

の製造・流通過程にまで踏み込んだ改革に取り組み、提

供価値の向上に努めています。

　また、株式会社三越と株式会社伊勢丹は、201１年４月１

日付で合併し、株式会社三越伊勢丹がスタートしています。

三越と伊勢丹の店舗が併存する新潟、福岡、札幌エリアで

は、事業運営機能を一本化し、カード統合、営業連携などの

効果により、お客さまの拡大、深耕などの成果をあげました。

　しかしながら、2011年3月11日に発生した東日本大震災

以降、消費環境は急激に悪化し、計画停電による営業時

間の短縮の影響もあり、3月は大きく前年を割り込み、通期

でも前年を割り込み、売上は365,923百万円と減収となり

ました。グループ基盤整備や構造改革の進展があり、営業

利益は10,701百万円と増益になりました。
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（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

454,951
126,612
109,861

21,823
22,832
12,383

2007年3月

462,059
128,032
110,667

23,261
25,912
11,522

2008年3月

432,477
118,431
105,688

14,697
27,652
10,272

2009年3月

365,923 
99,920 
91,888 
10,701 
10,728 

3,312

2011年3月

395,446
107,612

99,654
9,921

11,632
3,935

2010年3月

■ 売上高

2007 2008 2009 2010
0

200,000

100,000

300,000

400,000

500,000
（百万円）

■ 営業利益

2007 2008 2009 2010
0

10,000

5,000

15,000

20,000

25,000

0

6,000

3,000

9,000

12,000

15,000
（百万円）

■ 当期純利益

2007 2008 2009 20102011 2011 2011

（百万円）

店別売上高 （単位：百万円）

新宿本店
立川店
吉祥寺店
松戸店
浦和店
相模原店
府中店
合計

256,980
40,535
18,274
29,010
52,775
32,490
24,884

454,951

2007年3月

246,003
38,851
17,432
26,394
49,329
30,879
23,586

432,477

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

224,345
48,172
59,921
17,270
82,267
22,973

454,951

2007年3月

263,367
41,122
18,641
28,348
52,783
32,671
25,124

462,059

2008年3月

224,436
51,950
60,032
18,405
84,510
22,724

462,059

2008年3月

204,436
48,668
56,695
17,156
83,895
21,623

432,477

2009年3月

2010年3月

2010年3月

219,472 
35,835 

–
22,036 
42,048 
26,228 
20,301 

365,923

2011年3月

161,161 
43,140 
51,529 
15,239 
76,253 
18,598 

365,923

223,597
36,041
20,106
23,525
43,722
27,508
20,944

395,446

179,757
46,138
52,836
16,224
80,311
20,178

395,446

2011年3月

■衣料品

■その他
■食料品

■家庭用品
■雑貨

■身廻品

（%）

0

20

40
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80

100

■ 商品別売上高比率

■ 店別売上高比率 （2011年3月期）

■新宿本店
■立川店

60%
10%

■府中店
■相模原店
■浦和店
■松戸店

6%
7%

11%
6%

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

2007 2008 2009 2010 2011

伊勢丹においては、新宿本店で、「世界最高のファッション

デパートメントストア」の実現に向け、お客さまの声から生ま

れた独自商品である｢オンリー・アイ｣をはじめ、価値の高い

商品を幅広く提案してきました。支店では、各店の品揃え

や業務オペレーション等を標準化したショップ「ユニット」を

展開し、引き続き支店の収益力向上に努めました。さらに、

グループ全体の百貨店事業の再構築の一環として、商品

の製造・流通過程にまで踏み込んだ改革に取り組み、提

供価値の向上に努めています。

　また、株式会社三越と株式会社伊勢丹は、201１年４月１

日付で合併し、株式会社三越伊勢丹がスタートしています。

三越と伊勢丹の店舗が併存する新潟、福岡、札幌エリアで

は、事業運営機能を一本化し、カード統合、営業連携などの

効果により、お客さまの拡大、深耕などの成果をあげました。

　しかしながら、2011年3月11日に発生した東日本大震災

以降、消費環境は急激に悪化し、計画停電による営業時

間の短縮の影響もあり、3月は大きく前年を割り込み、通期

でも前年を割り込み、売上は365,923百万円と減収となり

ました。グループ基盤整備や構造改革の進展があり、営業

利益は10,701百万円と増益になりました。
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株式会社三越の概況

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

747,982
197,653
185,264

12,338
9,002

△ 1,671

2007年2月

729,396
191,543
182,088

9,455
6,965

△ 3,027

2008年2月

657,106
166,859
177,984

818
3,490
8,207

2009年3月

547,037
139,721
159,536
△ 7,716
△ 10,545
△ 37,952

2010年3月

280,714 
77,981 
93,574 

373
△ 2,127
△ 14,925

2011年3月

■ 売上高

2007 2008 2009 2010
0

400,000

200,000

600,000

800,000
（百万円）

■ 営業利益

2007 2008 2009 2010
△9,000

0

6,000

3,000

△3,000

△6,000

9,000

12,000

15,000
（百万円）

■ 当期純利益

2007 2008 2009 20102011 2011 2011
△40,000

△20,000

△25,000

△30,000

△35,000

△10,000

△15,000

0

5,000

△5,000

10,000
（百万円）

店別売上高 （単位：百万円）

日本橋本店
名古屋栄店
銀座店
千葉店
札幌店
仙台店
福岡店
その他
合計

278,437
93,439
59,928

–
41,472
36,213
44,936

193,551
747,982

2007年2月

253,109
64,578
48,919

–
36,397
36,879
41,495

175,727
657,106

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

251,699
100,943
127,556

41,726
186,435

39,620
747,982

2007年2月

272,887
89,562
53,722

–
38,987
38,788
44,660

190,781
729,396

2008年2月

247,066
100,443
115,983

38,866
187,519

39,517
729,396

2008年2月

218,897
86,188

104,420
34,176

185,447
27,975

657,106

2009年3月

2010年3月

2010年3月

205,565 
–

44,679 
18,984 

–
–
–

11,485 
280,714

2011年3月

83,308 
30,452 
37,141 
19,887 
77,491 
32,431 

280,714 

215,652
55,188
41,145

–
32,497
31,547
37,296

133,708
547,037

180,578
65,221
87,988
29,255

159,682
24,310

547,037

2011年3月

2007 2008 2009 2010 2011

（%）

■食料品

■身廻品

■雑貨
■家庭用品

■その他

■衣料品
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100

■ 店別売上高比率 （2011年3月期）

■ 商品別売上高比率

■日本橋本店 73%■千葉店
■銀座店

■その他

7%
16%

4%

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

三越はコーポレートメッセージの「飾る日も　飾らない日も三

越と」にあるように、お客さまの人生を飾る特別な日も、日常

の中の一日も、上質な商品とサービスを提供することで、お

客さまとの強い信頼関係を築いてきました。日本橋本店に

おきましては、上質を求めるお客さまのご要望に的確にお応

えすることで｢三越の象徴に相応しいプレステージストア」を

確立すべく、店頭営業に係わる業務フローやシステム基盤

の整備に取り組みました。また、2008年７月より増床工事に

取り組んでいました銀座店は、昨年9月11日に、地域最大

規模の商業施設に生まれ変わりオープンしました。同店で

は、「新しい価値をスタイルとして創造し 時代の扉を開ける

店」をストアコンセプトに掲げ、｢衣・食・住・遊・知｣のお客さま

の生活のすべてにわたり、｢銀座らしさ｣、｢銀座ならでは｣の

新しいスタイルを提案しました。その結果、新たなお客さまに

多数ご来店いただくなど、売上高等はおおむね計画通りに

推移しております。

　また、地方店舗が地域に密着した大的な営業施策を推

進できる体制を整備すべく、三越の支店であった地方店舗

は2010年4月1日付で、それぞれの地域における事業を継

承し独立会社となりました。

以上の結果、売上は280,714百万円、営業利益は373百

万円になりました。

※2010年4月1日付で札幌、仙台、名古屋、広島、高松、松山、福岡の各地域の百貨店事業を、それぞれ㈱札幌三越、㈱仙台三越、㈱名古屋三越、
㈱広島三越、㈱高松三越、㈱松山三越、㈱福岡三越に、新潟については㈱新潟三越の事業を㈱新潟伊勢丹に承継しております。なお、2010年
10月1日付で、㈱福岡三越は㈱岩田屋と合併し名称を㈱岩田屋三越に、㈱新潟伊勢丹は名称を㈱新潟三越伊勢丹に変更しております。
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Financial  Sect ion

株式会社三越の概況

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

747,982
197,653
185,264

12,338
9,002

△ 1,671

2007年2月

729,396
191,543
182,088

9,455
6,965

△ 3,027

2008年2月

657,106
166,859
177,984

818
3,490
8,207

2009年3月

547,037
139,721
159,536
△ 7,716
△ 10,545
△ 37,952

2010年3月

280,714 
77,981 
93,574 

373
△ 2,127
△ 14,925

2011年3月

■ 売上高

2007 2008 2009 2010
0

400,000

200,000

600,000

800,000
（百万円）

■ 営業利益

2007 2008 2009 2010
△9,000

0

6,000

3,000

△3,000

△6,000

9,000

12,000

15,000
（百万円）

■ 当期純利益

2007 2008 2009 20102011 2011 2011
△40,000

△20,000

△25,000

△30,000

△35,000

△10,000

△15,000

0

5,000

△5,000

10,000
（百万円）

店別売上高 （単位：百万円）

日本橋本店
名古屋栄店
銀座店
千葉店
札幌店
仙台店
福岡店
その他
合計

278,437
93,439
59,928

–
41,472
36,213
44,936

193,551
747,982

2007年2月

253,109
64,578
48,919

–
36,397
36,879
41,495

175,727
657,106

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

251,699
100,943
127,556

41,726
186,435

39,620
747,982

2007年2月

272,887
89,562
53,722

–
38,987
38,788
44,660

190,781
729,396

2008年2月

247,066
100,443
115,983

38,866
187,519

39,517
729,396

2008年2月

218,897
86,188

104,420
34,176

185,447
27,975

657,106

2009年3月

2010年3月

2010年3月

205,565 
–

44,679 
18,984 

–
–
–

11,485 
280,714

2011年3月

83,308 
30,452 
37,141 
19,887 
77,491 
32,431 

280,714 

215,652
55,188
41,145

–
32,497
31,547
37,296

133,708
547,037

180,578
65,221
87,988
29,255

159,682
24,310

547,037

2011年3月
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（%）

■食料品

■身廻品

■雑貨
■家庭用品

■その他

■衣料品
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■ 店別売上高比率 （2011年3月期）

■ 商品別売上高比率

■日本橋本店 73%■千葉店
■銀座店

■その他

7%
16%

4%

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

三越はコーポレートメッセージの「飾る日も　飾らない日も三

越と」にあるように、お客さまの人生を飾る特別な日も、日常

の中の一日も、上質な商品とサービスを提供することで、お

客さまとの強い信頼関係を築いてきました。日本橋本店に

おきましては、上質を求めるお客さまのご要望に的確にお応

えすることで｢三越の象徴に相応しいプレステージストア」を

確立すべく、店頭営業に係わる業務フローやシステム基盤

の整備に取り組みました。また、2008年７月より増床工事に

取り組んでいました銀座店は、昨年9月11日に、地域最大

規模の商業施設に生まれ変わりオープンしました。同店で

は、「新しい価値をスタイルとして創造し 時代の扉を開ける

店」をストアコンセプトに掲げ、｢衣・食・住・遊・知｣のお客さま

の生活のすべてにわたり、｢銀座らしさ｣、｢銀座ならでは｣の

新しいスタイルを提案しました。その結果、新たなお客さまに

多数ご来店いただくなど、売上高等はおおむね計画通りに

推移しております。

　また、地方店舗が地域に密着した大的な営業施策を推

進できる体制を整備すべく、三越の支店であった地方店舗

は2010年4月1日付で、それぞれの地域における事業を継

承し独立会社となりました。

以上の結果、売上は280,714百万円、営業利益は373百

万円になりました。

※2010年4月1日付で札幌、仙台、名古屋、広島、高松、松山、福岡の各地域の百貨店事業を、それぞれ㈱札幌三越、㈱仙台三越、㈱名古屋三越、
㈱広島三越、㈱高松三越、㈱松山三越、㈱福岡三越に、新潟については㈱新潟三越の事業を㈱新潟伊勢丹に承継しております。なお、2010年
10月1日付で、㈱福岡三越は㈱岩田屋と合併し名称を㈱岩田屋三越に、㈱新潟伊勢丹は名称を㈱新潟三越伊勢丹に変更しております。
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伊勢丹

三越

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益
売上高総利益率　（％）
売上高販管費率　（％）
売上高営業利益率　（％）
売上高経常利益率　（％）

454,951
126,612

5,073
131,685
109,861

21,823
22,832
12,383

27.8
24.1

4.8
5.0

2007年3月
432,477
118,431

1,954
120,386
105,688

14,697
27,652
10,272

27.4
24.4

3.4
6.4

2009年3月

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益
売上高総利益率　（％）
売上高販管費率　（％）
売上高営業利益率　（％）
売上高経常利益率　（％）

747,982
197,653

–
–

185,264
12,338

9,002
△ 1,671

26.4
24.8

1.7
1.2

2007年2月

462,059
128,032

5,896
133,929
110,667

23,261
25,912
11,522

27.7
24.0

5.0
5.6

2008年3月

729,396
191,543

–
–

182,088
9,455
6,965

△ 3,027
26.3
25.0

1.3
1.0

2008年2月
657,106
166,859

11,943
178,802
177,984

818
3,490
8,207

25.4
27.1

0.1
0.5

2009年3月

365,923 
99,920 

2,670 
102,590 

91,888 
10,701 
10,728 

3,312
27.3
25.1

2.9
2.9

2011年3月

280,714 
77,981 
15,967 
93,948 
93,574 

373
△ 2,127
△ 14,925

27.7
33.3

0.1
△ 0.8

2011年3月

395,446
107,612

1,962
109,575

99,654
9,921

11,632
3,935

27.2
25.2

2.5
2.9

2010年3月

547,037
139,721

12,097
151,819
159,536
△ 7,716
△ 10,545
△ 37,952

25.5
29.2
△ 1.4
△ 1.9

2010年3月

■ 販売管理費及び一般管理費

2007 2008 2009 2010

2007 2008 2009 2010

2007 2008 2009 20102011

2011

2011

2007 2008 2009 2010 2011

■三越　■伊勢丹

■三越　■伊勢丹

0

50,000
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△20,000

0

△10,000

10,000

20,000
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40,000

△10,000

0

10,000

20,000

25,000

■ 営業利益／売上高営業利益率

■ 経常利益／売上高経常利益率 ■ 当期純利益
（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

△40,000

△5,000

0

10,000

5,000

15,000

△2

△4

0

2

4

6

8
（%）

△2

2

4

0

6
（%）

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率（ROA)（％）
自己資本利益率（ROE)　（％）
有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度

333,255
156,760

6.4
7.8

66,344
19.9

2007年3月

328,837
140,179

4.5
6.9

101,267
30.8

2009年3月

総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率（ROA)（％）
自己資本利益率（ROE)　（％）
有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度

507,173
103,019

2.4
△ 1.6

173,354
34.2

2007年2月

328,353
159,291

7.0
7.3

66,190
20.2

2008年3月

504,212
97,837

1.9
△ 3.0

180,448
35.8

2008年2月

523,213
94,586

0.2
8.5

178,809
34.2

2009年3月

384,647
130,571

2.8
2.9

162,816
42.3

2010年3月

472,665
56,524
△ 1.5
△ 50.2

158,052
33.4

2010年3月

251,187 
127,501 

3.4
2.6

–
– 

2011年3月

434,625 
33,398 

0.1
△ 44.7

–
–

2011年3月

△2

0

2

4

6

8
（%）

■ 自己資本利益率（ＲＯＥ）

△60

△4

0
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△2

8

10
（%）

■ 総資産／総資産営業利益率（ＲＯＡ）
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■三越　■伊勢丹
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伊勢丹

三越

効率性／安定性

■ 有利子負債／有利子負債依存度
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0
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伊勢丹

三越

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益
売上高総利益率　（％）
売上高販管費率　（％）
売上高営業利益率　（％）
売上高経常利益率　（％）

454,951
126,612

5,073
131,685
109,861

21,823
22,832
12,383

27.8
24.1

4.8
5.0

2007年3月
432,477
118,431

1,954
120,386
105,688

14,697
27,652
10,272

27.4
24.4

3.4
6.4

2009年3月

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益
売上高総利益率　（％）
売上高販管費率　（％）
売上高営業利益率　（％）
売上高経常利益率　（％）

747,982
197,653

–
–

185,264
12,338

9,002
△ 1,671

26.4
24.8

1.7
1.2

2007年2月

462,059
128,032

5,896
133,929
110,667

23,261
25,912
11,522

27.7
24.0

5.0
5.6

2008年3月

729,396
191,543

–
–

182,088
9,455
6,965

△ 3,027
26.3
25.0

1.3
1.0

2008年2月
657,106
166,859

11,943
178,802
177,984

818
3,490
8,207

25.4
27.1

0.1
0.5

2009年3月

365,923 
99,920 

2,670 
102,590 

91,888 
10,701 
10,728 

3,312
27.3
25.1

2.9
2.9

2011年3月

280,714 
77,981 
15,967 
93,948 
93,574 

373
△ 2,127
△ 14,925

27.7
33.3

0.1
△ 0.8

2011年3月

395,446
107,612

1,962
109,575

99,654
9,921

11,632
3,935

27.2
25.2

2.5
2.9

2010年3月

547,037
139,721

12,097
151,819
159,536
△ 7,716
△ 10,545
△ 37,952

25.5
29.2
△ 1.4
△ 1.9

2010年3月

■ 販売管理費及び一般管理費
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2011
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■三越　■伊勢丹

■三越　■伊勢丹

0

50,000

100,000

150,000

200,000

△20,000

0

△10,000

10,000

20,000

30,000

40,000

△10,000

0

10,000

20,000

25,000

■ 営業利益／売上高営業利益率
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特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率（ROA)（％）
自己資本利益率（ROE)　（％）
有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度

333,255
156,760

6.4
7.8

66,344
19.9

2007年3月

328,837
140,179

4.5
6.9

101,267
30.8

2009年3月

総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率（ROA)（％）
自己資本利益率（ROE)　（％）
有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度

507,173
103,019

2.4
△ 1.6

173,354
34.2

2007年2月

328,353
159,291

7.0
7.3

66,190
20.2

2008年3月

504,212
97,837

1.9
△ 3.0

180,448
35.8

2008年2月

523,213
94,586

0.2
8.5

178,809
34.2

2009年3月

384,647
130,571

2.8
2.9

162,816
42.3

2010年3月

472,665
56,524
△ 1.5
△ 50.2

158,052
33.4

2010年3月

251,187 
127,501 

3.4
2.6

–
– 

2011年3月

434,625 
33,398 

0.1
△ 44.7

–
–

2011年3月
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8
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■ 自己資本利益率（ＲＯＥ）
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■ 総資産／総資産営業利益率（ＲＯＡ）
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2007 2008 2009 2010 2011 2007 2008 2009 2010 2011

特色2Ｃ　　　　スミ＋　　　DIC No.338

設備投資　（百万円）
減価償却費　（百万円）

従業員数　（名）
男性
女性
（臨時職員を含む）
人件費　（百万円）
人件費/売上総利益　（％）
1人当たり売上高　（千円）
売場面積　（㎡）
１㎡当たり売上高　（千円）

20,778
10,323

6,714
3,717
2,997

10,032
61,787

31.2
72,959

542,591
1,382

2007年2月
21,241
10,713

6,541
3,588
2,953
9,963

61,819
32.2

71,694
516,416

1,324

2008年2月
25,253
10,184

6,291
3,372
2,919
9,976

59,341
35.6

65,868
533,832

1,230

2009年3月

設備投資　（百万円）
減価償却費　（百万円）

従業員数　（名）
男性
女性
（臨時社員を含む）
人件費　（百万円）
人件費/売上総利益　（％）
1人当たり売上高　（千円）
売場面積　（㎡）
１㎡当たり売上高　（千円）

12,227
6,565

3,632
1,572
2,060
7,504

41,971
33.1

59,486
262,586

1,732

2007年3月
12,740

7,705

3,481
1,521
1,960
7,547

41,770
32.6

60,156
263,369

1,754

2008年3月
5,112
6,658

3,374
1,479
1,895
7,706

39,471
33.3

56,122
263,369

1,642

2009年3月

2010年3月

2010年3月

19,007 
7,686

3,039 
1,805 
1,234 

–
26,034 

33.4
60,228 

194,227 
1,445

2011年3月

4,749 
5,947

3,095 
1,394 
1,702 

35,604 
35.6

54,934 
242,611 

1,508

2011年3月

13,268
7,555

4,348
2,316
2,032

–
53,003

37.9
64,841

486,989
1,123

4,778
6,132

3,156
1,406
1,750
7,753

38,748
36.0

51,005
263,369

1,501

■ １人当たり売上高
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伊勢丹

三越

設備投資・従業員の状況 国内店舗 （2011年6月30日現在）

首都圏百貨店子会社
　◎伊勢丹
　●三越
■地域百貨店子会社

◆持分法適用関連会社

社
店舗
店舗
社

社

（株）三越伊勢丹

（株）札幌丸井三越、（株）函館丸井今井、（株）仙台三越、（株）新潟三越伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）名古屋三越、（株）広島三越、（株）高松三越、（株）松山三越、（株）岩田屋三越
（株）ジェイアール西日本伊勢丹

1
6
3

10

1

合計12社26店舗

■（株）札幌丸井三越
　札幌丸井今井
　札幌三越

■（株）仙台三越

◎浦和店

◎新宿本店

●日本橋本店

●銀座店

◎松戸店

●千葉店

◎相模原店

◎府中店

◎立川店

■（株）静岡伊勢丹

■（株）名古屋三越
　名古屋栄店
　星ヶ丘店

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹
　ジェイアール京都伊勢丹
　JR大阪三越伊勢丹

■（株）高松三越

■（株）松山三越

■（株）広島三越

■（株）新潟三越伊勢丹
　新潟伊勢丹
　新潟三越

■（株）岩田屋三越
　岩田屋本店
　岩田屋久留米店
　福岡三越

◎伊勢丹（6店舗）
●三越（3店舗）

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉
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国内店舗 （2011年7月1日現在）

首都圏百貨店子会社
　◎伊勢丹
　●三越
■地域百貨店子会社

◆持分法適用関連会社

社
店舗
店舗
社

社

（株）三越伊勢丹

（株）札幌丸井三越、（株）函館丸井今井、（株）仙台三越、（株）新潟三越伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）名古屋三越、（株）広島三越、（株）高松三越、（株）松山三越、（株）岩田屋三越
（株）ジェイアール西日本伊勢丹

1
6
3

10

1

合計12社26店舗

■（株）札幌丸井三越
　札幌丸井今井
　札幌三越

■（株）仙台三越

◎浦和店

◎新宿本店

●日本橋本店

●銀座店

◎松戸店

●千葉店

◎相模原店

◎府中店

◎立川店

■（株）静岡伊勢丹

■（株）名古屋三越
　名古屋栄店
　星ヶ丘店

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹
　ジェイアール京都伊勢丹
　JR大阪三越伊勢丹

■（株）高松三越

■（株）松山三越

■（株）広島三越

■（株）新潟三越伊勢丹
　新潟伊勢丹
　新潟三越

■（株）岩田屋三越
　岩田屋本店
　岩田屋久留米店
　福岡三越

（株）三越伊勢丹
◎伊勢丹（6店舗）
●三越（3店舗）

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉
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海外店舗 （2011年4月1日現在）

アジア地区

欧州・米国

中国（瀋陽）
●瀋陽伊勢丹
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司

タイ（バンコク）

台湾

中国（天津）
●天津伊勢丹
■天津伊勢丹有限公司

中国（上海）
◎伊勢丹（中国）投資有限公司
●花園飯店（上海）三越
●上海梅龍鎮伊勢丹
◆三越上海事務所
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

マレーシア（クアラルンプール）
●クアラルンプール伊勢丹LOT10店
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店
●クアラルンプール伊勢丹
　THE GARDENS店
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

アメリカ
●オーランド三越
◆ニューヨーク駐在事務所
■米国三越INC.

フランス
◆パリ駐在事務所

イギリス
●ロンドン三越
■英国三越LTD.

イタリア
●ローマ三越
■三越伊勢丹イタリアS.r.l.
■イタリア三越S.p.A.

シンガポール
●シンガポール伊勢丹・スコッツ店
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店
●シンガポール伊勢丹・カトン店
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店
●シンガポール伊勢丹・セラングーン店
★シンガポール伊勢丹・マンゴブティック
■イセタン（シンガポール）Ltd.
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

中国（成都）
●成都伊勢丹
■成都伊勢丹百貨有限公司

◎…持株会社　●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他　　*持分法適用関連会社

●バンコク伊勢丹
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd.
■ITMクローバーCo.,Ltd.*

●新光三越台北南西店一館
●新光三越台北南西店二館
●新光三越台北南西店三館
●新光三越台北駅前店
●新光三越台北信義新天地A11
●新光三越台北信義新天地A8
●新光三越台北信義新天地A9
●新光三越台北信義新天地A4
●新光三越台北天母店
●新光三越桃園大有店
●新光三越桃園駅前店
●新光三越新竹中華店
●新光三越台中中港店
●新光三越嘉義垂楊店
●新光三越台南中山店
●新光三越台南西門店
●新光三越高雄三多店
●新光三越高雄左営店
■新光三越百貨股份有限公司
*

A

B

G

H

C

D

E
F

H

A

B

G

D

E

I

K

J

L

F

C

I

I

J

K

L
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三越伊勢丹グループ連結会社 （2011年4月1日現在）

連結子会社 41社 10社*持分法適用関連会社

百貨店業

〈国内〉

（株）三越伊勢丹
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-14-1
TEL：03-3352-1111

〈海外〉

（株）仙台三越
〒980-8543
宮城県仙台市青葉区一番町4-8-15
TEL：022-225-7111

（株）名古屋三越
〒460-8669
愛知県名古屋市中区栄3-5-1
TEL：052-252-1111

（株）広島三越
〒730-8545
広島県広島市中区胡町5-1
TEL：082-242-3111

（株）高松三越
〒760-8639
香川県高松市内町7-1
TEL：087-851-5151

（株）松山三越
〒790-8532
愛媛県松山市一番町3-1-1
TEL：089-945-3111

天津伊勢丹有限公司
中華人民共和国天津市和平区南京路 「現代城」
TEL：86-22-2722-1111

伊勢丹（中国）投資有限公司
中華人民共和国上海市静安区南京西路1038号

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国上海市南京西路 1038号
TEL：86-21-6272-1111

成都伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国四川省成都市大科甲巷８号利都広場Ｂ座
TEL：86-28-8082-1111

瀋陽伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国遼寧省瀋陽市和平区太原北街84号
TEL：86-24-6250-1111

イセタン（シンガポール）Ltd.
593 Havelock Road #04 01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

イセタン（タイランド）Co., Ltd.
4/14/2 Central World Plaza Rajadamri Road, 
Pathumwan, Bangkok 10330 Thailand
TEL：66-2-255-9898

イセタン オブ ジャパン　Sdn. Bhd.
Suria KLCC, Kuala Lumpur City Center 5088 
Kuala Lumpur, Malaysia
TEL：60-3-2382-7777

米国三越 INC.
7232 Sand Lake Road Suite 200, Orlando, 
Florida 32819 U.S.A.
TEL：1-407-352-1986

*新光三越百貨股份有限公司
中華民国台北市松高路19号7-9階
TEL：886-2-2757-3688

*アイティーエム　クローバー　Co., Ltd.
4/1-4/2 Central World Plaza.Rajadamri Road, 
Pathuwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

（株）静岡伊勢丹
〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
TEL：054-251-2211

（株）新潟三越伊勢丹
〒950-0909
新潟県新潟市中央区八千代1-6-1
TEL：025-242-1111

（株）岩田屋三越
〒810-8680
福岡県福岡市中央区天神2-5-35
TEL：092-721-1111

（株）札幌丸井三越
〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西二丁目11番地
TEL：011-205-1151

（株）函館丸井今井
〒040-0011
北海道函館市本町32番15号
TEL：0138-32-1151

*（株）プランタン銀座
〒104-0061
東京都中央区銀座3-2-1
TEL：03-3567-0077

*（株）うすい百貨店
〒963-8004
福島県郡山市中町13-1
TEL：024-932-0001

*（株）ジェイアール西日本伊勢丹
〒606-8216
京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町
901番地
TEL：075-352-1111

*（株）浜屋百貨店
〒850-8510
長崎県長崎市浜町7-11
TEL：095-824-3221

・（株）三越は、2011年2月1日付で（株）三越を存続会社として（株）三越情報サービスと合併しました。
・（株）三越は、2011年4月1日付で（株）三越を存続会社として（株）伊勢丹と合併し、名称を（株）三越伊勢丹に変更しました。
・（株）三越は、2011年4月1日付で通信販売事業を（株）三越伊勢丹通信販売として別会社化しました。
・（株）岩田屋は、2010年10月1日付で（株）岩田屋を存続会社として（株）福岡三越と合併し、名称を（株）岩田屋三越に変更しました。
・（株）札幌丸井今井は、2011年4月1日付で（株）札幌丸井今井を存続会社として（株）札幌三越と合併し、名称を（株）札幌丸井三越に変更しました。

クレジット･金融業･友の会事業

（株）三越伊勢丹フードサービス
〒104-8570
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6500

（株）エムアイカード
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-6500

小売･専門店業

（株）マミーナ
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-28-12
TEL：03-5360-3260

（株）エムアイ友の会
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町2-44-1
TEL：03-6810-7470

・（株）エムアイ友の会は、2010年10月1日付で（株）エムアイ友の会を存続会社として
（株）岩田屋友の会（株）と合併しました。

・（株）二幸は、2011年4月1日付で（株）二幸を存続会社として（株）クイーンズ伊勢丹と
合併し、名称を（株）三越伊勢丹フードサービスに変更しました。
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不動産業

その他事業

（株）三越不動産
〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-1-18
TEL：03-3851-0565

（株）三越環境デザイン
〒144-0046
東京都大田区東六郷3-1-19
TEL：03-3736-3254

（株）伊勢丹会館
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3352-8711

（株）三越伊勢丹ビルマネジメント
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-5770

〈製造・輸出入等・卸売業〉 〈物流業〉

〈総合人材サービス業〉

（株）レオテックス
〒135-8415
東京都江東区清澄1-3-2
TEL：03-3642-5121

〈情報処理サービス業〉

〈通信販売業〉

（株）三越伊勢丹通信販売
〒136-0076
東京都江東区南砂2-36-11
TEL:03-5857-8550

レオドール商事（株）
〒104-0055
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-6221-1290

（株）レオマート
〒104-0055
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6813

〈その他事業〉

（株）三越伊勢丹研究所
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3225-1071

（株）伊勢丹スイング
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3207-2851

*（株）JTB伊勢丹トラベル
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-5368-3411

（株）スタジオアルタ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-1
TEL：03-3350-1200

（株）センチュリートレーディング
　　カンパニー
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-11
TEL：03-3208-5881

三越伊勢丹イタリアS. r. l.
Corso Venezia 5 Milano, Italy
TEL：39-02-76000070

レキシム（シンガポール）Pte. Ltd.
593 Havelock Road #04 01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3354-6111

*新宿サブナード（株）

（株）三越伊勢丹ビジネス・サポート
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-11-22
TEL：03-6810-7411

（株）三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-16-10
TEL：03-3225-0626

（株）三越伊勢丹システム・ソリューションズ
〒161-0031
東京都新宿区西落合2-18-20
TEL：03-5996-5112

*セントレスタ（株）
〒154-8584
東京都世田谷区桜新町1-34-6
TEL：03-5707-8023

〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3274-7030

*（株）三越環境ビル管理

・（株）伊勢丹研究所は、2011年4月1日付で名称を（株）三越伊勢丹研究所に変更しました。

三越伊勢丹グループ連結会社

会 社 名
本 社
設 立
事 業 内 容

資 本 金
連結売上高

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号
2008年4月1日
百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社の
経営計画管理ならびにそれに附帯または関連する事業
500億円
1兆2,207億円（2011年3月期）

：
：
：
：

：
：

〈会社概要〉

発行可能株式総数
発行済株式の総数
上場証券取引所
株主名簿管理人

15億株
3億9,463万834株
東京証券取引所市場第一部、福岡証券取引所
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒100-8212
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

：
：
：
：

〈株式の状況〉

会社概要・株式の状況 （2011年7月1日現在）
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三越伊勢丹グループは、三越・伊勢丹両社の強みを合わせるだけでなく、

異なる発想と価値観を掛け合わせることで、お客さま満足の最大化を実現し、

お客さまにとってなくてはならない「マイデパートメントストア」を目指します。

「向き合って、その先へ。」－三越伊勢丹グループにかかわるすべての人々と

真摯に向きあうことから私たちの明日は始まります。

向きあって、その先へ。
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